平成２１年度事業計画について
Ⅰ．技術振興事業について
（１）技術相談会

　　・ＰＲ不足もあり、日程を早期に決定し、会員企業への案内を早く通知する。

　　・講演会、パネル展示会等に併設し、金融機関等と連携を図り実施計画をする

（２）技術研究会（交流会）

①工業団地との技術交流会について

・本年度は佐世保（三川内）テクノパークと実施することを打診する。
・実施時期は９月から１１月の間に実施する。
②新しい試みとして連携事業検討会の設置について

・例えば、農水商工連携関係、環境関係、機械金属関係、福祉関係等のテーマの絞り込みを当初は技術交流ＷＧで検討する。
・２か月に1回程度開催予定。
・テーマを絞り込み、分科会又は作業部会を設置し、企業の参加希望を公募する。また、国、県、市等の助成金を受け得るような研究会に発展させる。
（３）講演会・パネル展示はなるべく一緒に実施計画する。
・講演会及びパネル展の開催等を各機関等と打合せ、合同実施に協力する。
Ⅱ．人材育成事業について
（１）企業人材育成については、
①佐世保市の委託事業について、（予算額２，６００，０００円）

・４講座について引き続き実施。ただし溶接に関しては、経済産業省等の補助事業と重複しないようなカリキュラムを検討する。
・新しい講座（非破壊検査、オートメーション化等）も検討する。
＊有料化できる講座の設定の検討を引き続き行う。
②経済産業省の補助事業について、２１年度も実施予定（４月１７日内示、申請書提出準備中）、予算額　３４，２１５，０３７円）
管理法人は長崎県産業振興財団
（２）地元学生育成事業について、
①地域企業のインターンシップによる職務体験、例年どおりやっていることを実施する。―テーマ型インターンシップを高専に提案し、ＮＴC会員企業へ協力依頼―
ＰＢＬ教育（Problem-based Learning）システムの構築に協力しながら進める。高専で進められている事業で１９年度から２１年度の３カ年で実践的な能力養成ということが目的。
＊ＰＢＬ教育（Problem-based Learning）システムとは、課題解決型学習システム
②地域企業からの卒業研究テーマの公募も引き続き継続するよう検討。
希望される企業の方は、佐世保高専総務課企画係又はＮＴＣ事務局へご相談ください。随時受け付けていますが、教育計画との関係上で、高専教員との打合せ結果となることをご了承ください。
③寄附講座の設置の計画について
技術振興事業の研究会との絡みで、引き続き検討する。
（３）小中学生の育成・教育支援、（４）社会人教育については、ホームページで情報発信する。（情報発信検討ＷＧへも依頼）
Ⅲ．情報発信事業について
①会員の企業の更新可能とする為の方法等整備
パスワード管理方法等について、説明、マニュアルなど作成して会員に通知する。

②バナー広告案件について
　　広告バナーにはアクセス数が必要。当分の間、会員企業のホームページにＮＴＣのリンクをはってもらい、相互でアクセスアップを図る。ある程度効果があったら、ＮＴＣのサイトに各企業のバナーをはらせてもらう方向で検討。

③事業報告について
スケジュールが終わった時点でタイムリーに変え、結果を表示。各事業後に早めにアップする。
④その他
　　　・サイトについて、お知らせと更新情報について検討。
・社会人教育について・・各機関との連携し掲載する。
Ⅳ．佐世保市中小企業等支援委託事業

①審査会委託事業

②佐世保地域の中小企業人材育成事業（人材育成検討ＷＧで検討）
